
Ⅰ　当期未処分利益 3,193,905,548
　　当期純利益 3,193,905,548

Ⅱ　利益処分額

　　積立金 3,193,905,548 3,193,905,548

Ⅰ　業務費用
（１）損益計算書上の費用

受託業務費 155,548,764,720
一般管理費 1,537,014,733
一般業務勘定へ繰入 343,253,460
雑損 494,687,879

   退職給付制度終了損 871,172,182 158,794,892,974

（２）（控除）自己収入等
受託業務収入 △ 157,991,478,156
財務収益 △ 157,365
雑益 △ 172,655,137
厚生年金基金代行返上益 △ 3,670,303,205
固定資産売却益 △ 7,322,764
工事補償引当金戻入益 △ 51,935,895 △ 161,893,852,522

業務費用合計 △ 3,098,959,548

Ⅱ　引当外退職給付増加見積額 47,285,400

Ⅲ　機会費用

32,766,302 32,766,302

Ⅳ　行政サービス実施コスト △ 3,018,907,846

(平成29年4月1日～平成30年3月31日）

（単位：円）

国又は地方公共団体財産の
無償又は減額された使用料に
よる貸借取引の機会費用

利益の処分に関する書類（受託業務勘定）
（ 平成30年6月20日 ）

行政サービス実施コスト計算書（受託業務勘定）

（単位：円）

-5-


